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【議事録】 

１．開会の挨拶 

  お集まりいただきましてありがとうございます。この運営推進会議は地域

に開かれた形ということで、年 2 回開催していおります。今回は 2 回目となり

ます。北林相談員の方から利用状況を報告をします。 

 

 

 

 



 

１，利用状況 

 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

4 月 47 157 204 53 150 203 56 190 246 

5 月 55 161 216 56 175 231 59 167 226 

6 月 66 172 238 55 193 248 55 163 218 

7 月 74 160 234 51 190 241 52 189 241 

8 月 76 159 235 40 199 239 39 176 215 

9 月 67 169 236 46 181 227 41 174 215 

10 月 73 155 228 53 193 246 48 180 228 

11 月 72 153 225 56 184 240 51 160 211 

12 月 71 149 220 55 194 249    

1 月 62 136 198 55 180 235    

2 月 67 132 199 58 187 245    

3 月 73 171 244 47 185 232    

合計 803 1,914 2,717 625 2,213 2,838    

前年比 ▼77 人 △121 人 前年比▼75人 



介護度別利用状況 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

令和 6 年 5 月 10 名 12 名 3 名 0 名 2 名 27 名 

令和 6 年 11 月 10 名 9 名 3 名 0 名 1 名 23 名 

                          

２． 活動状況  

8 月  夏祭り 

9 月  敬老会（ビンゴゲームで景品をプレゼントしました。今年はタ 

オルと袋をプレゼントし、デイサービスに来る時使用されて 

いる方もいます。） 

10 月  生涯学習週間へちぎり絵を出品 

    避難訓練 

11 月  アンケート実施（別紙参照） 

※日課として体操、カラオケ、ゲームや創作活動、個別に脳トレを実施

しております。 

 

３． 苦情の状況 

0 件 



４． 事故の状況（ヒヤリハット） 

4 件 

6 月 27 日 ミキサー食ときざみ食を間違えて配膳。 

      今後の対応～食札の確認を十分に行う。 

7 月 25 日 入浴後ふらつきしゃがみ込みお尻をつく。 

     今後の対応～上がり湯をかける際も椅子に座っていただく。 

7 月 23 日 歩行中に自分の足がからまり転倒。 

     今後の対応～下肢の運動機能訓練を強化する。 

8 月 23 日 送迎時自宅玄関前の段差で躓き転倒。 

     今後の対応～見守りと声かけを強化する。 

５． 身体拘束 

   0 件 

６． 感染症対策 

   お迎え時体温測定をし体調確認、手指消毒を徹底。 

   マスクの着用、館内消毒、換気等基本的対策を継続。 

７． 今後の活動計画 

   12 月 クリスマス会 

   2 月  節分 



   3 月  ひな祭り 

    

毎月職員の内部研修を実施 

 

8． 質疑応答 

（事業所）利用状況は月当たり 10 人弱少なくなっている。総合事業の方が増 

えて、地域密着型の利用者が減っているので経営に影響している。 

     アンケートはとても満足と満足の差がある。とても満足が増えるよ 

うに頑張らないといけない。 

（委員） アンケートで水曜日のデイサービスが無くなった事に関して何もな 

かったという事はそれでよいということなんでしょうか。 

（事業所）アンケートではそのような意見はなかったが、時々水曜日もあれば 

という意見も聞かれます。 

（委員） 1 日いくらかかりますか？ 

（事業所）要介護 1 で 1,600 円くらいです。 

（委員） お金の関係で増やせない人がいるが、家にいてもご飯は食べるし、 

灯油代もかかるから同じだと思う。 

利用状況はしょうがないと言えばしょうがない。 



（事業所）総合事業を利用している人でも介護度が付く人もいる。地域密着の 

方に移行してもらわないと、赤字になり厳しい状況。事業を止めな 

ければならなくなる。生かさず殺さずでいいので、トントンであれ 

ばやっていける。他の社協は止めたりしているが、そうはしてられ 

ない。守っていかなければならない。 

通所介護も訪問介護も止めても、北秋田市等へサービスの移行はで 

きるが、総合事業はできない。ある程度の数をまわしてもらわない 

とやっていけないので、役場でも考えてもらわないと。 

（委員） 要介護５の人はなぜ施設を利用しないのか。 

（事業所）自宅で看たいという家族の想いが強く、在宅介護されています。 

（事業所）コロナはすぐ対応しているので、まん延することなく収まっていま 

す。 

（委員） ヒヤリハットでミキサー食の人に対してきざみ食を提供したという 

事ですよね？よく咽ずに食べれましたね。 

（事業所）食べる前に利用者本人が気が付いたので、未然に防げました。 

（委員） 足がもつれて転んだとありますが、自分も少しの段差で躓くことが 

あるので、歳のせいもあるから現状維持が精いっぱいで筋力強化は 

できないのでは。 



（委員） 利用者が増えればいい。 

（事業所）「ほっぷすてっぷ」は 15 時に帰るのでコストがかかる。 

     昨年並みだとやっていける。村に何とかしてもらえれば。 

（委員） 男性が少ないのはいないからでしょうか。 

（事業所）要介護 1 の男性が最近は増えてきている。 

     要介護度の区分の見直しや、回数の見直しも検討が必要。 

（委員） 入院すると退院後そのまま施設に入所されている方が多い。 

（委員） 杉風荘の短期入所は６床利用されていますか？ 

（事業所）だいたい 5 人は入所されている。 

（委員） 施設への偏見がなくなってきたのか、子供たちに迷惑かけられない 

からと自ら施設に入ると言う方が出てきている。 

（委員） 墓じまいをしている方も増えてきた。 

（委員） 一人暮らしの方も利用されていますか？ 

（事業所）おります。 

（委員） 冬引きこもりになりやすく、なかなか申請に結びつけることができ 

ていない。 

（委員） 見ているとだいたいいつも介護度ついている方が同じくらいの人数 

になっているが。 



（委員） 毎年同じ位ですね。 

（事業所）もっと利用者数が増えるよう頑張っていきます。 

     今日はありがとうございました。 


